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【方法】Wistar系雄ラットを明暗 18:6(長日)と 6:18(短日)の 2種類の光周期
に暴露して，行動リズムが各光周期条件に同調した後，恒常暗 (DD)におい
て潅流固定し，脳を採取した.厚さ 30μmの冠状断連続切片を作成しジゴ
キシゲニンラベルプロー ブ‘による insitu hybridizationを行った.SCNを75μm
四方の区画に分け，区画別に陽性細胞数を計測した.
【結果】長日下では，Perl発現細胞数は吻側で、は明期開始と終了後にピーク
を持つ 2相性を示したが，尾側に移行するに従って， 1つのピークに統合され
たまた尾側での発現ピークが吻側での発現ピークより早い時間帯に見られ
たしかし Per2ではこのような部位別変化は Perlほど顕著ではなかったま
た短目下では，遺伝子発現リズ、ムの部位差は小さくなった.
【考察】長日下の Perl発現から M振動体は尾側にあると考えられ，一方E振
動体は吻側に存在していると考えられる.E振動体と M振動体のカップリング
が光周性により変化することによって，行動リズムに光周性が発現すると考え
られる.
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